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「もういいかい 火を消すまでは まあだだよJ
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会長再任挨拶

私父|力 火安全

“

会 会長 ′ト 文 書,L

|"| =形 ,■ 1ヽ■で,illさ イしましたよ父

"火安全協会のt,li「■員会
=お

きまして会11に ,j

任さ′しました小,Lで こさ● ます は力ながら■,I

′,1年 11'Fι 命つとめさせて●(つ ,ヽ'で お|

ますので,に も■しくわFI致 します

■日当li会 711`■llt i.I・ た0ま す●TIttn
l"々●

“

公迪を■■ |プ ロ′クの公■ 事,11 lt

会
"と

いうのが1171で 1,IIさ ,1 1帖 さ■てmき

まし′:

■●′,1,:T■ 3年 に Jiに 11tさ れた 1● |

の″

“

の1り (ヽし ょうでた,さ まを,1+さ せてちらうことができました ■れいに修,された本量を

4内 してもら ,て いる時
=「

ビ,ビ ′J tiい |力 1',こ えたのでJ田′,1,を 見てヽ た| ガイロ ,

●0「オオ|力 ですよJ七 其えてく,1■ した |]|(1の ,I以
=で

のiIを 行 ,た 0,(た 0し ている′,

たそう(十オ1=のため十人き,には
"が

いないのたそうです.お参|し なから31`}ち 11,て いit

t,Zずサιらilる と思いよすのでお●■l・ し
=す

ホ■●|,'14●′,ほ な々行11=ご 協
'′

喝オ,,tす ようitし くI.,「 tJI[「けます

危機対応の教訓

油断大徹「いざという時には、普段やつていることしかできなし」

私父消防ン .● I荒 船 和 夫

会い。)十1=ま  H`キ から消11● l.●)■′Lに ご

り11ご・.ソJを 111 t力 ち■所中L II菫 十

さて ", '■気,セ
`'|(と

して 地l・■●

で,々 な人■,自 然た■力'■
41し てお0ま 十 二

・・ えも |」■1,■ 1'が 1ヽ 島 0■■をもたらしま

した.ま た 世

"て

も●11lt争 によろ洪本や |ま

つが,`卜 しています その大きな,■ は 輌JⅢ t

の大きな■行七lLユ‖崚化です ここ10■  11い。,

■JIク●Hけ 1■1よいて十が 
「

卜,そ の年を叫

1`してl・ , 地■澁嗜化
=虻

■
=ti了

してお0ま ●

秩父防火安



li風ので,tな どにも 十,の Fitt H●の
「 Jが予期しています そのたち 今後もヽ中■liや ,:水

■[大規社,:■が■■する危帥 1さ らに高まると|1摘 さイ1ていよ十.

ケ■,,2月 Iし から 5 :力 1,て ,父 lL●

`,`"1,■
普 喩弩 tヽ性■ とな, 多くの性各が

`ι生しました.こ のような■大な社1,を もたらした,■に●いした人たちがらす「今までt歌したこ

とがない  1 白,,の所 ′ 人■■J I也 ′、,だ と■っていたJな どの

'iを

|り きます.

しかし Ⅲ liの台工による人んでの,:■ ,■S月 の,1,1,■ 1,に よる広島「砂災
=〔

ま すし方公

共Ⅲ■にも1,“|な tttШ●を行うこと力| li求めら,しています t岐のtj迪 |ユ
=|卜

して「趾
"[+柿

1肯■ ― 遊目t勘告  '内閣1任折1では ■砂,:■■ k情‖tが発々さイ■たちll占 |一 遊11,1示 J

の‖くで■●.こ の

`ι

エ イ)わせて ,:民に,ためらitろ ●勁す|:め られています 市ヨ:を 1:し く,In`

しておき たとえIJも せきなくても
「

14た ,たJと uえ るヽ市えこそ力'大 切で|■ 地tと ,:変ベ

の 日頃からの●万への,成 ま
'(か

せ ,・Iん

今年も ,1父管内では 丼 iで ,〕名以上の方11■■代渕
="lこ

されています |を用辺では

',日

様々な卿■を行 ,ています ●い 11=ち ,て 1, い火衣を十■し,∫京に加んでお0ま 十.入

きなliが,い■っていま|■ イ1夕の現1ル il動
=お

いて「■J よJI常 に●2■ ツールとなるからで

|い ざという111=|!■や・ていることし
'で

|ないJため ,1■から鍛,る
`要

が′るからです

私|!にい一|, 地域口 のヽ′1:[に 応えられるよう 占い砒業凡ltと 力、い(1命 よ そして■,をヽ

,ti",港イロ=′
めてまtlたいとし

'て
I・ ,ます

||'に  会員Ji業所。,ま うま11,ご 7:長 と ■任方のこIt],Lご多■をしから析を1´ LI■ _

〔●
"と

させて  ヽ1 だきま|

●

“
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Ⅲ
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lll締 役総務部■ 宮 ・ l康 光

このた l■ 父イi灰「■沐式会‖は ( '1,`:Ⅲ rL嘔 ″′↑略会,11■の lr成卦|■,t瞼勒●イリt

会 r「●21年0月,| スクリールを
'Jヽ

1おいて  ,良 rL“J力 岡係Ⅲ業 ]『 ii防「長■ム杉|を■■

ヽ′¬ tし
'

このよ杉は 危|■物II罐十
"7■

におい

て tは物の,イ |,|サ1の■1“ ■ めるとと

もにt岐物のイ■●に

"す

る●l・・のlL工
=“

力し !1民 `lii′
,安全の伴■ ="′

な功,
のあったf‐ 良事業,i■ に輌ら′1る ものです

当,[も  こ′)'ttを 1助スI=し てこ′1カ ら

も,社一,tと な
'に

に|力  |り
「

1■所及01サ

成
'に

して 更なる自 |‖安■|りの ll lと

,111イ ア政と
'JI■

■11工に取
''tた

でまい

,ま す
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三|`II=Jが 'TI,「 ました

■■IⅢ■●
=4■

よ 今後
`Lモ

.I々 ヽい」ヽ■■■・・
「

t i:■D■ |ヽ 予防ιJ■■■に
=ユ

〕

τまし1つ 言7

提 出 議 案

平成25年度事業結果報告につt,て

平成25年度会計決算報告について

平成26年度事業計画 (実)について

平成26年度会息+予算 (果)について

役員改選について

その他について

案

案

案

案

案

冥

議

議

議

誨

語

詢
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１

２

３

４

５

６

第

第

草

第

第

第

役員改選について

lll

新評議委員選出について

■■野町  「う■らロ

自 J,II =口 勘合

表 彰 受賞者

"優
良防火管理者表彰

■■

^■
 Jテ ラ

守 ピ ']■

'1父
漏,■■会社 高曰●

=H F ● Ⅲ

埼玉県危険物安全協会連合会表彰

優良危険物事業PFl

ロオイスT― ■林■,t

優良危険物取扱者

■ ●夕J,一 ,● 1(ン■■■ 1

'I t~JJ
優良普及啓発活動

,二会社  L[
山 □ 賃 彗

崎

Ｆ

山

ｔ

語■

「 F まし■



甲種防大管理新規講習会開催

秩■い人,今す会のirに よつ ¬モ¨人筐

]里 ■■や講告会か平成26年 6■ 17口 1■■

1● ≡

`水

)につ′●■|1父 :llt本
=Fこ

■●tiて日■

お11フ4=が ,誇 しました

l Ⅲ9:1か ら午後4時 まで ヽ■にコする

'JJ+ュ
ラムを2日 間F施 |′ 質調 [た全員

の方々●`資F"取碍することかできまけ

`t.■:i者 の言|ヽ  2日 盾t.言 IⅢでした こ

れtら  ,■ ]'等のlt共営■言としてこ
=F

く,こ さしヽ

第28回 幼年消防クラブ秩父地区大会開催鉄父防火安範会後援)

帯25回■年,|いクラブ■父セ区大会が

平,■ 6二「0月 1● JI木■,,=コ ースパ

クЧ,|ス テージで■tt● まt,t
22ク フリら●|..● ¬児力1 言

=は
,11

五に合わ■τ元気ti● ばし■_歌を含 [呈 し

■つ 防

"[つ
し
'■

つ吉い●言■を:,3
しました 保護者の言● し■J見学

「
来

|:nr盛大に行うオ1ま した

期間 平成26年 11月 9日 (日 )～ 11月 15日 (土 )

■ ■予ltFE:は  ■■か発●しいτし■,′をpぇる「 当たo ,■ 予いを-1,イlrt,,■ ■に

r充 し ■■の発生を■■ Jるここを三|ち に実施しよJ 火災予時にこ価力を・●,tヽ し
=,

住宅防火 いのちを守る 7っのポイント

ストープよ 燃えや,い ものから離′|た 位置
=短

月する
方スこんろなどのモほを記れるときは 必す人を消|

逃 ナ遅れを防くために 住宅月火災警報酵 設置 する

●具や衣,か らの人■をl● くため こ 防炎製品を使用する
火災そJヽ さいうちにhJために 住宅用消火器等を言1置づる
お年寄,や■体の不白薦な人を■るために 横近所の協力体篤サをつ く

寝たばこ よ 
“

対やめる
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キ■タビテー■習所 1粽 ,

■父デモセンターま せデ最大のこ性メーカーであ

るキ 1,タ ビラー社の淀設桂 l■ 総合研修施設です

]979年 [問目

'さ

れ 敷ll面積は約00万市 来場者ぼ

年間]万人をまえます.

三

^全
国,ひ

“

|つ ら`来場のお官様に デ十ンスト

レーションや証■を通t,( キ|,タ ビラー製品を知っ

て 学んでFく |1号1です 又 広大[施設と建設性H
を,う ことから 墳11や安全 [よ特に雪意する必要わ|

あつます .

■■ 眈人対策 危険物 (油 i旨 ●料l‐管等)取扱

い 流■防「  適¨

`沢
護具   Ijど 多l‐ に亘る

環● 安全にか0｀る業務をつ当しておりまJ.

門設以ス35年 l・1 当センターてま大きIJ人身事故や災T :日●流人rfど t・ 写く追こt,てお●

言すが 消防詈 lt火安全協会I・のこ:1導の賜物と感訪1してし
'ま

す

今笙とも 油ばなく■おに廼Lしてゆく所
=で 'の

で こ′旨導の程をよろt,く お願し1中 t,

上げよす.

■三所等にI・いて に■■哩青 fLヽ
'力
]り言としてこ活蹄している方にス■■ト

をあてF記事■
'F)ま

した ,● をT.早 t■ | |

6

‐ 麗店等の開設についてK災予防条例が改正されました。
平成26年3月 :曰施行

T●P3年 8月 に京都●ヤ涸山南こ●わア1た花火大会にl● し`て 多数の元
「

青
'出

tこ とを路まえ

祭

'し

 =日 '■大会 展示会その他の多数の者0年 まる世しに際して ヽ気を,用 する場合 ,消

人器を準備すること 〒た =店等を言
'け

て行う場合はtの開設
「

出を言Ь●けるヨのです さら

にナ混it催 しを■忙 Jろ者に,iLでは 
「

外|モ ンにおける防人管理体市Ⅲ 褐栞モL/● tめ  1巧人

担当者のこ■ 人■
=防

上必要な■諄に闇するjl画の作●事を姜

"イ

Jけるも・ lです

■ 宗'し寺につし
'で

き '1親きによるパーベ+J― 幼■同での父日●`■卜,るも5つき,会のよう

に lJ二にす纂 あ`る方7・
.・みが

'11す
るキしなどぎヽ 家外でJ

l 屋内または屋外での催 しにおける消火器の準備

察|し ,日 't人人
= 

晨示,その他
'多

.lの者の集合するtt,●1下 「奈′し守Jと しヽう )に際

して 「カスこんろ]・発竜代J ■人Jなどの人気器■ (Ⅲ 下「対象人気器貝■Jと いう )を使

用する与■にま 必01肖■器の工●が必■ ,なつます

2 対象人気器具等を使用する露店等を開設 しようとする場合の届出

祭1等 に卜して '1象■i.卜 ●■●用する二店÷を日設 tよ うと

,る場合は 事前に消防署′ヽの届「 |■雪に,「 ります

'1え

よ にF■ irの ,宗 ●て カスこちろを■しヽた鉄 l「 でやきモ

■ヽ調評 販売したりJろり合

`と
し こC届出力ヽ 必要になります

3「指定催し」について

屋外 での祭|し等のうち 大婦模
`も

のとして

'1防

長 |｀定●ろ要Fに
3´当 するt■ て 人,が発生した場合に人命

=た
ま財Ёにうにi大な

薇冨をうえるおそれ

`'あ

る■言ちら41る I・ ● ,「1碇情し として●

定さイ1〒 ,
1指定仁 .|を三倍● .● 方 [は 坊人lB当者のF任■ひ当該値し [お

ける火災予Ъ上必要な業務に置する計画の 1■ ,' 提出が工務付けとな

ります



★危険物取扱者試験予定

■崚Ⅲ II先 は  1lU I世 1人 ]iい 武以川先センター11111,11で す
,u中 市 i ュi`又 lit rの い+11かの |1市

"'111で
きます

| |: 試験会社等は変更する場 合があ |ま す インター

F!,試験]:究センター十+県 た‖
`ホ

ー
'ベ

ージ

htt,, 、、、、1● o卜●、hitt,o,1, )・ ●・ (1

★危険物取扱者試験準備講習
:1賀

'|」

先は じ会1;″ |です

ネ′卜等でごll認 |さ い

11,,it`,,`

し

|「記以
'1',会

J(さ いたま市 工凩li

☆危険物取扱者保安講習
i'判

'付
先 i 日会Ⅲ″ |り です

1危険勒屯状 ]|[|(収 入証it tlF m11分 )をヽ●し

t淡1カ 1に投者.ム咳■市||‖  にに|,11Ц イ‖●jl■ に
JIII:に

“

:物 女今い会,■ イト会ホー!ベ ーシ 111

☆甲種防火管理講習会関係

l illて 下
=いう|ては イン,一 千′|ヽでもご疏認できます

ヽヽヽヽ  ヽ t r● !ヽ|,テ o,,,

(||)日 本防火

十一ムベー シ

工ヽⅢ t 1lLL

lly,い 会主‖の高H[関 して ■ TI」をご確認 ドさい

11, 、、、、 ■ bo● 1,● ,ル
t33],1 テl`l  Fヽ  ヽ1885,〕「 13,

試 験 曰 受 験 地 願 暑 中 請 期 間

12月7日 (こ )

'2月
14日 t日 )

平成27年
3月 1日 (日 〕

草 加 市

{蜀 協 大 学 |

草 1[市

1獨 協 大 学 )

薔面中諭 110月 31日 (金,-1]月 ]]日 (ス ,

電子申請 110月 23日 (火,～ 11月 8日 (土 |

消印有効

17時迄

川 越 市

{更京国際大学)

一，
〓
●

中

中

面

子

舌

竜

]月 23日 (壼)～

1月 20日 (火 |―

2月 3日 (火 1 消印有効

]月 31日 (土 | 17時迄

種 類 1期 別 講 習 曰 パ 場 受 ll期 間

3月 22日 1月  10月 17日 {金 )甲  種  2月
|

10月 25日 {土)/25日 1曰 ) 埼玉県防災学習センター

埼玉県防災学習センター]3期 ]ら 15日 {土)/16日 日, 10月 14日 (火 |～ 1]月 7D{金 )

乙種4預 ]日 1]月 30日 1日 ) 埼玉県防災学習センター 1月 4日 人|～ ¬ 月21日 {金 )

14朝 1平成27年 2月 5日 (本)′ 6日 (金 ) 185日 (月 |-1月30日 {金 )

危岐1カ 施it=て  危●・ |,●雌 祓取 llい にに,iし ている方は =年 に l11●,'itへ l・ があ ります

種 :1

綸 油 取 扱 所

10月 16日 (本 |

その1'の 施設 12月 5日 (金 |

眸●市立文化センター文化会館

さいたま市民会館うらわ

3月 22日  24日

11月 13日  14日

講 習 自   1      会   場 1 受 付 日

12月 4曰 (本 ,
さいたま市文化センター

ll月 10日  14日
1月 30日 (壼 1 午前    さし`たま市又化センター

]月 30日 (金 1 午後    さいたま市文化センター

講 習 別

新 規 詳 習

講 習 日

6月 中旬を予定

主    r■

秩父防火雪全確会

備 考

陣時実エ

2月中を予定

{‖オ)日本Ъ火 防災協会

洪父防火安全■奎
再 調 習

■時実施 67)日 本l● 火 防災協会



住宅隅火災警報器を設置していますガ 7

人■薔■
=は

 F宝ににう,べ この:「EI子
`|■

ヨE●

とを3t,に 言i置 .■け■|よ■りませ
= 2b以

上の階 _

宕室がある鰐自す Ъ■に●設Eが量il● けらイ (tヽま,
F丼
「

のtFjけり ら60マ ンチ以上昨■たスキに 士

"|け
「

のちl● よ 天ヰう.ら 15セ ンチリ■●●セン
'コ

■■章

の1■ し,所 i取 り,Jす ●J

台●lへの設置工あホめ

`〕

lt tム,が よくズをⅢう場河の

ため設省を■●●しま,

.it用 人,誓 lt器 ぎ 火災テ防栞
「

lr―
`■

宅に i■する喜■,あ ります

人,の発牛を,ん■いるよ [少 して,早 く知らせスためのもので J

鵬 どんな種類があるの ?

誓●・ ::す人■月 璧●|●用|｀あ′〕 壇をヽ|]丁 ろタイプの

ます ●た0■源まltぎ 菖tr●it, ■,のitを ,リ

本
'に

匡下,IⅢ ll● 輸 の

■定 マークt●Jいてし|る もの
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